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１．はじめに   

本ガイドラインは、政府の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方

針」（令和２年３月２８日（令和２年５月２１日変更）新型コロナウイルス感染

症対策本部決定）を踏まえ、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型

コロナウイルス感染対策の状況分析・提言」（2020 年５月４日）において示され

たガイドラインの作成の求めに応じ、「長岡京市市民活動サポートセンター」に

おける新型コロナウイルス感染予防対策として実施すべき基本的事項を整理し

たものである。 

  

２．感染防止のための基本的な考え方 

施設管理者は、「長岡京市市民活動サポートセンター」の規模や事業の形態を

十分に踏まえ、施設内及び周辺地域において、当該「長岡京市市民活動サポー

トセンター」の職員や出入りする市民活動団体及び来館者（以下、「利用団体等」

という。）への新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、最大限の対策を

講ずるものとする。 

 特に、①密閉空間（換気の悪い密閉空間である）②密集場所（多くの人が密

集している）③密接場所（互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声が行

われる）という３つの条件（いわゆる「三つの密」）のある場所では、感染を拡

大させるリスクが高いと考えられ、これを避けることなど、自己への感染を回

避するとともに、他人に感染させないように徹底する。 

 

≪感染防止対策≫ 

  ①マスクの着用 

②手指消毒の徹底 

③身体的距離の確保（２ｍ程度） 

  ④利用時間の短縮 

   ⑤定期的な換気（30～60 分に１回） 

   ⑥カウンター等の定期的な消毒 

   ⑦発熱や風邪のような症状のある人の入場制限 

   ⑧利用者名簿の作成 

  

３．その他 

 本ガイドラインの内容は、今後の対処方針の変更のほか、感染拡大の動向や

専門家の知見等を踏まえ、必要に応じて適宜改訂を行うものとする。 

 

 

 

 

 



 

 

令和２年７月１６日 

 

新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン 

ミーティングスペースの利用について（利用者向け） 

 

長岡京市市民活動サポートセンター 

 

 ①利用人数や時間の制限、緊急連絡先の確保 

Ⅰ．密接を避けるため、「きりしま（定員１２名程度）」と「もみじ（定員 

 １２名程度）」を１つのスペースとし、利用定員は原則１０名以内としま 

す。また、「ぼたん（定員６名程度）」、「あじさい（４～６名程度）」は２、 

 ３名で打ち合わせや作業を行う場合のみ利用できます。 

 なお、各団体の利用時間は１日あたり２時間以内とします。 

 Ⅱ．感染者が発生した場合、利用者への周知や保健所による聞き取り等が 

必要となる事から、利用者の緊急連絡先の届出をお願いします。（個人情 

報保護に関する最大限の配慮を行います。） 

 

②人と人との距離等：３密（密閉、密集、密接）の回避 

Ⅰ．人と人との接触を避け、対人距離（できるだけ２ｍを目安）を確保し 

てください。また、可能な限り、四方を空けた座席配置にしてください。 

  Ⅱ．利用団体等はマスクを着用してください。 

    （マスク着用による熱中症にご注意ください。２歳未満の子どもはマ 

スクの着用は不要です。） 

Ⅲ．定期的（３０～６０分に１回）に換気をしてください。 

 Ⅳ．手洗い・手指消毒を徹底してください。 

Ⅴ．発熱・咳・咽頭痛等の症状や体調不良の人は利用を控えてください。 

Ⅵ．大声や近接した会話は控えてください。 

  

③利用に関して 

Ⅰ．利用後は机やいすなどの消毒をお願いします。消毒液は施設に用意し 

ています。 

  Ⅱ．会議や打ち合わせ以外は使用しないでください。 

   

※なお、上記の注意事項を守っていただけない場合は、利用をお断 

りすることがありますので、ご了承ください。 

※状況に応じて変更となる場合があります。 


